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２０２６年 ８月 ２０日（木） 第２２７３回 例会報告 
 
点  鐘  釘島 伸博 会長 
ロータリーソング  我等の生業 
ビ ジ タ ー 紹 介  共愛学園賛助会 事業委員会 主  任 高知尾 政宏様 
               〃          〃    副主任 青山 飛翔様 
 
会長の時間  釘島 伸博 会長 

宮城県女川町の町制施行１００周年と、東日本大震災からの復興についてお話が

ありました。 

女川町は令和８年４月１日に町制施行１００周年を迎えました。これを記念して、震災

からの復興を支えてきた方々へ記念品が贈られ、本会にも引換券が届きました。 

本会では、東日本大震災の際に被災した女川町への支援を行った経緯があり、今回の

１００周年という節目を迎えたことに、改めて当時の活動を振り返りました。 

「震災から１５年が経った今も、女川町は復興の歩みを続けている。私たちが行った支援も、ロータリー

の奉仕の精神につながる大切な活動だった」と、当時の支援を振り返りながら、ロータリーとして地域や

被災地に寄り添うことの大切さを話されました。 

 

お客様ご挨拶 
『共愛学園バザー協力のお願い』 

◆共愛学園賛助会 事業委員会 高知尾 政宏主任 

共愛学園よりご来訪いただき、昨年度の共愛学園バザーへの協力について、改めて

感謝の言葉をいただきました。昨年度は、多くの皆様にご協力いただき、子どもたちの

笑顔あふれる出展となったことを振り返り、「今でも鮮明に覚えている」とのお話があり

ました。今年度も、９月２６日（土）・２７日（日）の２日間にわたり、共愛学園バザーの開

催を予定しており、焼き鳥、揚げもち、ポテト、唐揚げなど、昨年度以上に内容を充実

させて開催したいとのことでした。最後に、本日の訪問について、共愛学園側との連絡の行き違いによ

り副校長の参加がかなわなかったことへのお詫びがあり、改めて今年度のバザーへの協力を呼びかけ

られました。 
 

◆共愛学園賛助会 事業委員会 青山 飛翔副主任 

昨年度に引き続き、今年度も学生たちが楽しめる会を開催したいとのお話があり、

皆様への協力をお願いされました。 

また、ご自身が昨年度まで留学生を担当されていた経験から、米山奨学金を通じて

ロータリーの活動や例会について知る機会があったことにも触れられました。留学生

から「例会ではさまざまな人と交流できる」と聞いていたため、以前から例会への参加を

楽しみにされていたそうです。今回はこのような機会で参加することができ、大変嬉しく

思っているとのことで、今後も副主任として、できる限りサポートしていきたいとの温かいお言葉をいた

だきました。  
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新入会員入会式 

・新入会員紹介  クラブ戦略・会員増強退会防止委員会  石原 保幸 委員長 

■氏   名／武藤 礼浩（ﾑﾄｳ ｱｷﾋﾛ）会員    ■生年月日／昭和６３年１０月１３日 

■事業所名／株式会社マティーニ         ■役 職 名／代表取締役社長 

■事業所住所／高崎市倉賀野町７２ 

■事業所ＴＥＬ／０２７－３２０－２７１１ 

■自宅住所／高崎市下大類町           ■家族／奥さま，子供２人 

           ■趣   味／長女とするテニス，ＢＢＱ 

       ■職業分類／『印刷業・内装仕上業・製造業』 
 
・推薦者の言葉  丸橋 雄太幹事 

武藤さんとは仕事を通じてお付き合いがあり、印刷など、私どもだけでは対応が難しい

案件についても、さまざまなご提案をいただきながら、いつも迅速かつ柔軟に対応して

いただいております。 

３７歳と大変若い武藤さんですが、仕事への対応が非常に早く、その姿勢には私自身

も見習うべきところが多いと感じています。 

今回、東クラブへの入会をお勧めしたきっかけは、武藤さんが以前からロータリーとのご縁を持ち、複数

のクラブからもお声掛けをいただいていたことでした。その中で「入会するなら前橋東ロータリークラブへ」

とお勧めし、周囲の皆様にもご協力いただきながら入会に至りました。 

これから始まるロータリアンとしての活動の中で、多くの会員の皆様と交流を深めながら、武藤さん

自身にロータリーの楽しさを見つけていただければと思います。推薦者としても、これからの活動をしっ

かりとサポートしていきたいと思います。皆様、武藤さんをどうぞよろしくお願いいたします。 
 
・ 認証状授与 

・ ロータリーバッジ、関係書類贈呈 

◆釘島 伸博会長より 

        武藤 礼浩会員へ 

 

 

 

・新入会員挨拶  武藤 礼浩会員 

丸橋様からのご紹介で本日より入会する事となりました。株式会社マティーニ、代表

取締役の武藤と申します。 

弊社では印刷業、内装仕上げ業、この二つを軸に業務を行っております。私は今年

で３８歳となり、趣味はバーベキューなどのアウトドア、そして中学生の長女とテニスを

する事でございます。 

以前一度ロータリーの入会体験をさせて頂きましたが、入会の決め手としては、丸橋様への感謝はもちろん

体験時に感じた、皆様のお人柄、温かさがあってからこそでした。 

ロータリーを通じて、人としてしっかりと成長したいと思っております。微力ながら貢献していきたいと

思っておりますので、恐縮ではございますが、色々とご指導頂ければ光栄でございます。どうぞ宜しく

お願い致します 

 

・所属委員会  山岡 俊介副幹事 

◆武藤 礼浩会員の所属は、『親睦委員会』、『ニコニコＢＯＸ委員会』です。 
 

幹事報告  丸橋 雄太 幹事 

１）ペットボトルキャップの回収については、７月末までに多くのキャップが集まりました。

集まったキャップは、クラブ会計より「世界の子どもにワクチンを 日本委員会」へ寄付し、

寄付証明書を受け取りました。 

今回は 120kg のキャップが集まり、1,200 円相当、ポリオワクチン約 60 人分の支援に

つながったことを報告。「今年度も引き続き事務局で回収を行っていますので、皆様の

ご協力をお願いします」と呼びかけました。 
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２）マイロータリーの登録については、未登録の会員へ登録方法を記載した案内をボックスに配布して

いることを説明。現在の登録率は７７％となっていることを伝え、新入会員をはじめ未登録の会員に対し

「お時間のある際にぜひ登録をお願いします」と登録を促しました。 

 

出席報告 

※特別会員Ａ（補欠法人会員）出席者 0 名 ・ 特別会員Ｂ 出席者 0 名 

◆７月度平均出席率・・・７０．７９％ 
 
 
委員会報告 
親睦委員会  若生 公晴 委員長 

８月２７日（木）ＢＢＱ例会の参加確認については、「参加を希望される方は、回覧を

ご確認のうえ、参加の有無をチェックしてください」と案内がありました。 

 

 

 

 

 

【 宮城県女川町の説明 】  2012～2013 茂木年度 幹事 近藤 日出夫会員 

※2011 年 浄財を寄付 ・ 2012 年 7/28 フレコン 600 袋寄贈（500 袋/クラブ、100 袋/故･脇谷会員） 

東日本大震災から１５年余りが経ち、当時の記憶も少しずつ薄れてきましたが、被災

地を訪れた時の光景は今でも印象に残っていると話されました。 

当時、女川町のロータリークラブとは、会員の佐藤さんが連絡を取り合い、支援活動を

行っていたそうです。また、当クラブとしても東松島を訪れ、バスで被災地を巡ったとの

ことでした。 

最初に訪れたのは駅で、電車はまだ走っておらず、駅舎だけが残されているような

状況だったそうです。その後、学校などを訪れ、自由時間に周辺を歩きましたが、街には震災の大きな爪痕

が残っており、言葉を失うほど悲惨な光景だったと振り返られました。街中には、津波がここまで到達した

ことを示す表示もあり、見上げるほどの高さまで海水が押し寄せたことに大きな衝撃を受けたそうです。 

一方で、被災された方々が新しくお店を構え、元気に営業されている姿も目にしたとのこと。その姿に

触れ、復興に向けて歩み続ける皆さんの力強さを感じるとともに、日本のこれからに希望を感じて帰って

きたと話されました。 

最後に、「実際に現地へ足を運び、自分の目で被災地の現状を見ることは、とても大切な経験です。

機会があれば、ぜひ皆さんにも現地を訪れていただきたい」と、現地を訪れることの大切さを語られました。 

 

 

部会報告 
野球部会  大本 計馬 部会長 

一昨日火曜日（１８日）に第一分区合同ナイター練習を行いました。我が前橋東ＲＣ

からは選手６名マネージャー３名が参加しました。私も含めて、特に私は老体にムチ

打って頑張りました。我がクラブマネージャーは自作の応援グッズを用意して、応援

パフォーマンスもその場で振付を練習していました。本番の試合が楽しみです。 

また、前橋ＲＣの日銀支店長は入浴とその後の飲み会にも参加して、親しく懇談を

していました。次回２回目のナイター練習は来週水曜日２６日です。 

本番の県大会は来週土曜日（８／２９） 

 ・集 合：７時３０分 

 ・開会式・ウォーミングアップ後 ８時３０分試合開始 です。 

会員の皆さん、そして選手のご家族の応援をよろしくお願いします。 

 

 会員数 休会者 出席者 欠席者 補填者 率 

本  日 49(47) 2 28( 5) 21  59.57% 

前々回 48(46) 2 32( 5) 16 7 84.78% 
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ゴルフ部会  山岡 俊介 部幹事 
第２回クラブコンペは、９月３日（木）に開催される予定です。皆さまのたくさんの

ご参加をお待ちしております。 

 

 

 

 

ニコニコＢＯＸ報告  原 拓也 副委員長                              （順不同） 
釘島会長・丸橋幹事：共愛学園の皆様のご来訪、及び武藤様の入会に感謝して！ 
鈴木みづえ副会長：共愛学園のみなさまのご来訪を歓迎して。武藤さん入会おめでとう 
           ございます。これからよろしくお願いします。 
内 山  均 さ ん：暑さに負けずにがんばりましょう。 
藤 川  孝 さ ん：武藤新会員を歓迎して！ 
松 木  学 さ ん：先日結婚記念日のお祝いを頂きましてありがとうございました。 

                      我家の冷戦も終わりました。 
           原  拓 也 さ ん：武藤さん、入会おめでとうございます。 
 

クラブ協議会  

◆２０２５－２０２６年度 決算報告 戸塚 和昭 前年度会計（代理：鈴木みづえ副会長） 

本来であれば会計報告は、戸塚和昭前年度会計にご報告いただくところですが、

事情により欠席のため鈴木みづえ副会長よりご報告がありました。 

 

※決算報告は配布資料をご参照ください 

 

 

◆２０２５－２０２６年度 監査報告 山﨑 賢治 監事 

「私たちは、クラブ細則第１３条第４節に基づき２０２５～２０２６年度（会長 川嶋 潤）の

決算書及び関係帳書類の監査をしたところ、いずれも正確妥当であると認めご報告

申し上げます。」  

監事：富澤 正明  

監事：山﨑 賢治 

 

点 鐘  釘島 伸博 会長 
～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 
『２０２６～２０２７年度 ニコニコＢＯＸ累計額』  ５０，０００ 円 

『新入会員 歓迎ＢＯＸ額』              ２６，０００ 円 

～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～*～ 
★ 編集後記 ★  会報・公共イメージ委員会 柴崎 正委員長（代理：補欠法人会員 柴崎 真緒） 
 

お盆休みに福島県を訪れ、東日本大震災による津波の被害を受けた浪江町立請戸小学校を訪問

しました。震災当時、私は小学４年生でした。避難訓練で「机の下に隠れる」という行動を繰り

返していましたが、まさか本当にそれをする日が来るとは思ってもおらず、当時は大きな恐怖を

感じたことを覚えています。テレビで被災地の様子を見ながら、小学生ながら「ボランティアに

行きたい」「何か自分にできることはないか」と、胸を痛めていたことも記憶に残っています。

しかし、当時はまだ小学生で、自分一人で行動することもできず、思いを抱えたまま時間だけが

過ぎてしまいました。 

今回訪れた請戸小学校では、幸いにも児童と教員の全員が無事に避難することができました。

当時この学校に通っていた子どもたちは、私と同じくらいの年齢です。震災を経験し、その後の

避難生活を送ったことを思うと、同年代だからこそ、より身近なこととして感じました。 

校舎内には、天井の隙間に教科書が挟まっていたり、津波が自分の身長の３倍以上もの高さまで

押し寄せた跡が残っていたりと、実際にその場所に立って初めて感じることがたくさんありました。
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長い年月が経った今でも、震災の大きさや被害の深刻さを強く感じ、胸が痛くなりました。 

これまで「被災地のために何かしたい」と思いながらも、なかなか行動に移すことができません

でした。しかし、あの頃よりも大人になり、自分にできることも増えたのではないかと思います。 

今回の訪問をきっかけに、震災の記憶を風化させないことはもちろん、人のために自分に何が

できるのかを常に考えながら、一つでも行動に移していきたいと思いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


